
※吹付けアスベストを掻き落とし、
　除去面に飛散防止処理剤を散布します。

住民の皆さんへ

2021年4月より、建築物・工作物等の解体・改修工事を行う際には、施工業者は、すべての工事
で事前に法令に基づく石綿の使用の有無（事前調査）を行うことが義務となりました。

自らの家を改修・解体する場合に、これからは元請業者
に対して、石綿対策の規制が強化されています。

解体・改修工事を発注する場合、発注者として施工
業者に対し、以下の配慮を行う義務となりました。

掲示の例
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掲示の例

アスベストが使用されていなかった場合

石綿は平成18年（2006年）9月から輸入、製造、使用などが禁止（罰
則あり）されていますが、それより以前に着工した建築物・工作物・
船舶は石綿が使用されている可能性が高く、解体工事・改修工事で
飛散した石綿の粉じんを吸い込むと、肺がんや中皮腫を発症するお
それがあります。適切な対策の実施が必要です。

看板をチェックしましょう！

・石綿の有無の情報がある場合は、施工業者
に提供すること

・石綿除去工事を行う場合は、法令を遵守し
ながら工事をするため、通常より費用、工期
がかかりそれを確保できる金額での契約

・石綿除去等の工事を行う場合に、施工業者
には、作業の実施状況について写真等によ
る記録ができるように許可すること等

●解体・改修工事の前に施工業者には、石綿の有無の調査（事前調査）が義務付けら
れています。その結果、石綿が使用されていることが明らかになった場合、発注者の
皆さんには、以下について配慮することが義務づけられました。
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※また、調査結果は写しを工事現場に備付け、
　概要を見やすい箇所に掲示することも義務となっています。

負圧除じん装置

除去廃石綿袋詰め

ケレンによる掻き落とし

粉じん飛散抑制剤
の散布

排気ダクト

床養生

壁養生

クリーンルーム

自宅や所有する建物を解体・改修される皆さんへ


